
は
し
が
き

２
０
０
９
年
１１
月
の
第
２
次
改
訂
以
後
、
家
事
事
件
手
続
法
及
び
同
規
則
が
施
行
さ
れ
、
家
事
審
判
法
及
び
同
規
則

が
廃
止
さ
れ
た
。
こ
の
た
め
家
事
審
判
手
続
に
関
す
る
本
書
引
用
条
文
は
す
べ
て
変
わ
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
、
開
始

申
立
取
下
げ
の
許
可
制
や
費
用
負
担
の
必
要
的
裁
判
な
ど
成
年
後
見
等
の
審
判
手
続
に
関
し
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
改

正
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
障
害
者
虐
待
防
止
法
が
成
立
し
、
精
神
保
健
福
祉
法
の
保
護
者
規
定
が
削
除
さ
れ
た
ほ
か
、

公
職
選
挙
法
に
お
け
る
成
年
被
後
見
人
の
選
挙
権
喪
失
規
定
が
削
除
さ
れ
る
な
ど
の
改
正
も
な
さ
れ
た
。
加
え
て
、
家

庭
裁
判
所
に
よ
り
新
た
に
後
見
制
度
支
援
信
託
の
運
用
が
開
始
さ
れ
、
老
人
福
祉
法
に
市
民
後
見
人
の
育
成
が
市
町
村

の
責
務
と
規
定
さ
れ
る
な
ど
、
短
期
間
の
う
ち
に
様
々
な
改
正
が
な
さ
れ
、
実
務
上
も
大
き
な
変
動
が
あ
っ
た
。
こ
の

た
め
、
前
回
の
改
訂
か
ら
そ
れ
ほ
ど
経
過
し
て
は
い
な
い
が
、
第
３
次
の
改
訂
が
必
要
と
な
っ
た
。

こ
の
間
の
成
年
後
見
制
度
の
運
用
状
況
を
み
る
と
、
２
０
１
２
年
１２
月
時
点
で
の
利
用
者
数
の
合
計
は

１
６
６
、２
８
９
人
と
な
っ
て
い
る
（
最
高
裁
事
務
総
局
家
庭
局
発
行
「
成
年
後
見
関
係
事
件
の
概
況
」
平
成
２４
年
度

か
ら
）。
市
町
村
長
の
成
年
後
見
等
開
始
申
立
件
数
も
、
２
０
１
２
年
は
４
、５
４
３
件
と
な
っ
た
。
た
だ
し
、
や
は
り

大
都
市
集
中
の
傾
向
は
変
わ
ら
な
い
。
他
方
、
補
助
制
度
の
利
用
は
非
常
に
少
な
く
、
任
意
後
見
発
動
数
も
ま
だ
ま
だ

少
な
い
。
特
徴
的
で
あ
る
の
は
、
親
族
以
外
の
第
三
者
後
見
人
の
選
任
割
合
が
年
々
増
大
し
、
２
０
１
２
年
は
５１
・

５
％
に
達
し
た
こ
と
で
あ
る
。
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こ
の
よ
う
な
利
用
状
況
を
背
景
と
し
て
、
成
年
後
見
制
度
の
運
用
は
、
手
続
の
迅
速
化
に
向
け
て
大
き
く
進
ん
で
い

る
。
２
０
１
２
年
の
２
か
月
以
内
の
終
局
は
８０
・
５
％
と
な
っ
た
が
、
そ
の
ひ
と
つ
の
理
由
と
し
て
鑑
定
の
省
略
が
あ

げ
ら
れ
る
。
同
年
の
鑑
定
実
施
割
合
は
全
体
の
１０
・
７
％
と
な
り
、
原
則
と
例
外
が
極
端
な
ま
で
に
逆
転
し
て
い
る
。

か
つ
て
認
知
症
患
者
は
２
０
０
万
人
と
い
わ
れ
た
が
、
２
０
１
３
年
に
厚
生
労
働
省
研
究
班
が
発
表
し
た
調
査
結
果

で
は
、
４
６
２
万
人
に
達
し
て
い
る
。
成
年
後
見
制
度
の
利
用
件
数
は
今
後
と
も
増
大
し
て
い
く
こ
と
が
予
測
さ
れ
、

そ
の
運
用
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と
の
必
要
性
が
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
る
。
市
民
後
見
人
の
育
成
な
ど
は
そ
の
ひ
と
つ
の
試

み
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
家
庭
裁
判
所
に
運
用
の
す
べ
て
を
委
ね
る
の
で
は
な
く
、

運
用
の
役
割
分
担
を
す
る
シ
ス
テ
ム
を
新
た
に
構
築
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
加
え
て
、
２
０
１
３
年
１

月
に
批
准
さ
れ
た
障
害
者
権
利
条
約
は
、
わ
が
国
の
成
年
後
見
制
度
の
シ
ス
テ
ム
に
基
本
的
な
問
題
点
を
投
げ
か
け
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

た
だ
し
、
本
書
は
、
成
年
後
見
制
度
の
運
用
に
関
わ
る
実
務
家
や
こ
れ
か
ら
関
与
し
よ
う
と
す
る
人
た
ち
に
向
け
て
、

制
度
と
実
務
の
状
況
を
平
易
に
解
説
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
制
度
の
問
題
点
等
を
掘
り
下
げ
る
こ
と
は
、
運

用
で
は
解
決
で
き
な
い
困
難
な
状
況
を
示
す
過
程
で
、
触
れ
る
に
止
め
た
。

本
書
を
利
用
し
て
実
務
に
習
熟
す
る
と
と
も
に
、
制
度
の
問
題
点
等
を
も
認
識
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

平
成
２６
年
３
月

赤

沼

康

弘

鬼
丸

か
お
る
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初
版
は
し
が
き

２
０
０
０
（
平
成
１２
）
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
新
し
い
成
年
後
見
制
度
で
は
、
市
区
町
村
長
の
申
立
権
が
認
め
ら

れ
、
身
上
配
慮
義
務
が
明
示
さ
れ
る
な
ど
、
判
断
能
力
が
減
退
し
た
人
た
ち
の
た
め
の
権
利
擁
護
的
機
能
が
明
確
に
な

っ
た
。
ま
た
、
戸
籍
へ
の
掲
載
が
な
く
な
り
、
開
始
ま
で
の
期
間
の
短
縮
化
や
鑑
定
費
用
の
低
廉
化
な
ど
も
実
現
さ
れ
、

か
つ
て
の
禁
治
産
・
準
禁
治
産
制
度
に
比
し
、
格
段
に
利
用
し
や
す
い
も
の
と
な
っ
た
。
以
来
、
成
年
後
見
制
度
の
利

用
件
数
は
年
々
増
加
し
、
１
９
９
９
（
平
成
１１
）
年
４
月
か
ら
２
０
０
０
年
３
月
ま
で
の
禁
治
産
・
準
禁
治
産
申
立
件

数
が
３
６
３
４
件
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
改
正
成
年
後
見
制
度
施
行
２
０
０
０
年
度
の
成
年
後
見
関
係
事
件
の
申
立
件

数
は
９
０
０
７
件
と
な
り
、
２
０
０
４
年
度
の
成
年
後
見
関
係
事
件
申
立
件
数
は
１
７
２
４
６
件
と
な
っ
て
い
る
（
最

高
裁
事
務
総
局
家
庭
局
の
統
計
資
料
に
よ
る
）。
ま
た
、
自
己
決
定
権
を
最
も
尊
重
す
る
新
し
い
時
代
の
制
度
と
も
い

う
べ
き
任
意
後
見
制
度
の
利
用
も
着
々
と
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
認
知
症
高
齢
者
数
が
約
１
５
０
万
人
と
推
計
さ
れ
て
い
る
こ
と
と
対
比

す
る
と
、
こ
の
利
用
件
数
は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
原
因
に
は
、
契
約
に
対
す
る
わ
が
国
社

会
の
認
識
の
薄
さ
が
あ
り
、
ま
た
短
縮
化
さ
れ
た
と
は
い
え
期
間
が
か
か
る
こ
と
や
、
そ
の
費
用
負
担
と
手
続
の
煩
雑

さ
な
ど
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
契
約
の
意
義
に
関
す
る
啓
発
と
と
も
に
、
よ
り
効
果
的
な
費
用
補
助
制
度
の
導
入
や
い

っ
そ
う
の
運
用
の
改
善
が
求
め
ら
れ
る
。
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わ
が
国
は
す
で
に
高
齢
社
会
に
突
入
し
、
２
０
１
５
年
に
は
人
口
の
４
分
の
１
が
高
齢
者
と
な
る
超
高
齢
社
会
を
迎

え
る
こ
と
と
な
る
。
高
齢
者
の
権
利
侵
害
や
消
費
者
被
害
、
虐
待
は
増
加
す
る
一
方
で
あ
り
、
親
亡
き
後
の
障
害
者
の

生
活
の
問
題
な
ど
、
解
決
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
で
、
成
年
後
見
制

度
の
権
利
擁
護
的
機
能
が
注
目
さ
れ
、
厚
生
労
働
省
や
自
治
体
が
成
年
後
見
制
度
の
積
極
的
利
用
を
意
識
す
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
。
家
庭
裁
判
所
も
成
年
後
見
制
度
を
よ
り
利
用
し
や
す
く
す
る
た
め
に
運
用
の
改
善
に
努
力
し
て
お
り
、

こ
の
制
度
の
利
用
は
ま
す
ま
す
増
加
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
同
時
に
、
成
年
後
見
制
度
に
通
暁
し
た
実
務
家
も
大

量
に
必
要
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

本
書
は
、
東
京
弁
護
士
会
高
齢
者
・
障
害
者
の
権
利
に
関
す
る
特
別
委
員
会
の
委
員
で
、
成
年
後
見
実
務
の
経
験
の

深
い
弁
護
士
が
、
手
続
や
制
度
の
利
用
、
運
用
に
つ
い
て
簡
易
に
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
最
新
の
運
用
を
ふ
ま
え
た

解
説
を
し
て
お
り
、
実
務
に
携
わ
る
過
程
で
生
ず
る
疑
問
の
ほ
と
ん
ど
に
答
え
ら
れ
て
い
る
と
思
う
。
多
く
の
方
が
、

本
書
を
利
用
し
て
積
極
的
に
成
年
後
見
実
務
に
携
わ
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

平
成
１７
年
８
月

赤

沼

康

弘

鬼
丸

か
お
る
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市
民
後
見
人

問 い

市
民
後
見
人
に
は
ど
ん
な
人
が
選
任
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た

ど
ん
な
事
件
で
も
選
任
さ
れ
る
の
で
す
か
。

市
民
後
見
人
の
選
任

20
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１

市
民
後
見
人
の
登
場

家
庭
裁
判
所
か
ら
成
年
後
見
人
等
と
し
て
、
親
族
で
は
な
い
一
般

市
民
が
選
任
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

市
民
後
見
人
が
登
場
し
て
き
た
背
景
に
は
、
認
知
症
高
齢
者
が
激

増
し
、
成
年
後
見
の
需
要
が
飛
躍
的
に
高
ま
る
中
、
弁
護
士
や
司
法

書
士
や
社
会
福
祉
士
の
よ
う
な
資
格
を
持
つ
専
門
職
だ
け
で
は
担
い

手
が
不
足
し
、
一
般
市
民
に
も
成
年
後
見
を
担
っ
て
も
ら
う
必
要
が

あ
る
と
い
う
政
策
判
断
が
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
、
近
時
は
、
こ
れ
に

留
ま
ら
ず
、
市
民
後
見
人
に
は
、
専
門
職
に
は
な
い
、
頻
回
の
訪
問

等
の
き
め
細
や
か
な
活
動
や
市
民
感
覚
、
市
民
目
線
で
の
市
民
独
自

の
活
動
が
期
待
で
き
る
な
ど
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し
て
、
市
民

後
見
人
独
自
の
役
割
・
機
能
へ
の
積
極
的
な
意
義
付
け
が
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
市
民
後
見
人
に
つ
い
て
は
、
既
に
一
部
の
自
治
体
で
先
行
し

て
そ
の
養
成
支
援
活
動
が
進
め
ら
れ
て
き
た
の
で
す
が
、
平
成
２４
年

４
月
１
日
施
行
の
改
正
老
人
福
祉
法
第
３２
条
の
２
は
、
市
町
村
に

後
見
人
等
の
育
成
及
び
活
用
を
図
る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

力
す
る
義
務
を
課
し
、
都
道
府
県
に
、
市
町
村
に
対
し
て
助
言
等
の

援
助
を
行
う
努
力
義
務
を
課
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
厚
生
労
働
省
も
、

平
成
２３
年
度
か
ら
市
民
後
見
推
進
事
業
を
開
始
し
、
市
区
町
村
に
お

け
る
市
民
後
見
人
の
育
成
や
そ
の
活
動
支
援
の
た
め
の
事
業
を
支
援

し
、
平
成
２４
年
度
は
そ
の
支
援
の
拡
充
を
図
る
な
ど
、
市
民
後
見
の

さ
ら
な
る
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。

最
高
裁
判
所
事
務
総
局
家
庭
局
の
発
表
に
よ
る
「
成
年
後
見
関
係

49



事
件
の
概
要
（
平
成
２４
年
１
月
〜
１２
月
）」
に
お
い
て
、
市
民
後
見

人
の
選
任
件
数
が
１
３
１
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
だ
こ
れ
か
ら

の
制
度
で
す
が
、
市
民
後
見
人
は
、
こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
増
え
て
い

く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

２

市
民
後
見
人
に
選
任
さ
れ
る
人
に
つ
い
て

市
民
後
見
人
と
は
、「
弁
護
士
や
司
法
書
士
な
ど
の
資
格
は
持
た

な
い
も
の
の
社
会
貢
献
へ
の
意
欲
や
倫
理
観
が
高
い
一
般
市
民
の
中

か
ら
、
成
年
後
見
に
関
す
る
一
定
の
知
識
・
態
度
を
身
に
付
け
た
良

質
の
第
三
者
後
見
人
等
の
候
補
者
」（
日
本
成
年
後
見
法
学
会
「
市

町
村
に
お
け
る
権
利
擁
護
機
能
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究
会
（
平
成

１８
年
度
報
告
書
）」）
の
こ
と
で
す
。

後
見
人
等
に
誰
を
選
任
す
る
か
は
家
庭
裁
判
所
の
判
断
事
項
で
は

あ
り
ま
す
が
、
一
般
市
民
が
家
庭
裁
判
所
よ
り
市
民
後
見
人
に
選
任

さ
れ
る
に
当
た
っ
て
、
成
年
後
見
に
関
す
る
一
定
の
知
識
・
態
度
を

身
に
付
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま

せ
ん
。
市
民
後
見
人
は
、
成
年
後
見
に
よ
り
他
人
の
財
産
、
生
活
に

深
く
関
わ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
成
年
後
見
の
理
念
、
ル
ー
ル

等
に
つ
い
て
適
切
に
理
解
し
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
重
要
な
こ
と
と

な
る
か
ら
で
す
。

そ
の
た
め
、
市
民
後
見
人
に
選
任
さ
れ
る
た
め
に
は
、
実
際
に
は
、

成
年
後
見
に
必
要
な
知
識
・
態
度
を
身
に
付
け
る
た
め
の
、
い
わ
ゆ

る
養
成
研
修
を
履
修
し
て
い
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
市
民
後
見
人
に
選
任
さ
れ
る
た
め
に
は
、
当
該
後
見
人
候

補
者
が
適
切
な
事
件
を
受
任
で
き
る
よ
う
事
前
に
調
整
し
、
ま
た
成

年
後
見
人
等
就
任
後
も
、
市
民
後
見
人
に
必
要
な
助
言
や
支
援
を
行

っ
て
い
く
支
援
機
関
（
専
門
職
が
関
与
す
る
自
治
体
の
成
年
後
見
制

度
推
進
機
関
の
よ
う
な
公
的
機
関
等
）
の
存
在
が
、
と
て
も
重
要
な

要
素
と
な
り
ま
す
。

な
お
、
家
庭
裁
判
所
に
よ
っ
て
は
、
支
援
機
関
等
が
法
定
後
見
監

督
人
に
就
任
す
る
こ
と
を
市
民
後
見
人
選
任
の
要
件
と
す
る
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
す
。

３

選
任
さ
れ
る
事
件
の
種
類
に
つ
い
て

い
か
な
る
事
件
に
市
民
後
見
人
を
選
任
す
る
か
も
家
庭
裁
判
所
の

判
断
事
項
で
す
が
、
実
際
に
は
、
市
民
後
見
人
が
適
切
な
事
件
を
受

任
で
き
る
よ
う
支
援
機
関
が
事
前
に
調
整
す
る
こ
と
が
多
い
で
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
市
民
後
見
人
が
選
任
さ
れ
る
事
件
の
類
型
は
、
一
般

論
と
し
て
言
え
ば
、
専
門
職
や
法
人
が
成
年
後
見
人
等
と
し
て
対
応

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
な
い
類
型
の
事
件
と
い
う
こ
と
に
な
る

50
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後
見
制
度
支
援
信
託

問 い

後
見
制
度
支
援
信
託
の
利
用
を
想
定
し
て
、
弁
護
士
後
見
人
に
選
任

さ
れ
ま
し
た
が
、
ど
ん
な
点
に
注
意
し
た
ら
よ
い
で
し
ょ
う
か
。

制
度
の
概
要
と
利
用
上
の
注
意
点

48
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…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

１

後
見
制
度
支
援
信
託
に
つ
い
て

昨
今
、
親
族
後
見
人
等
が
、
管
理
す
る
本
人
の
財
産
を
使
い
込
む

な
ど
の
不
正
事
案
が
発
覚
し
て
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
親
族
後

見
人
等
に
よ
る
不
正
行
為
を
未
然
に
防
止
す
る
対
策
と
し
て
、
専
門

職
が
後
見
監
督
人
等
と
し
て
関
わ
る
な
ど
の
対
応
が
と
ら
れ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
れ
に
加
え
、
不
正
防
止
策
の
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、

最
高
裁
判
所
よ
り
、
平
成
２３
年
２
月
、
後
見
制
度
支
援
信
託
の
導

入
が
公
表
さ
れ
、
近
時
そ
の
運
用
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

後
見
制
度
支
援
信
託
は
、
本
人
の
財
産
の
う
ち
、
日
常
的
な
支
払

を
す
る
の
に
必
要
十
分
な
金
銭
を
、
後
見
人
が
管
理
す
る
預
貯
金
と

し
て
残
し
（
以
下
「
手
元
金
」
と
言
い
ま
す
）、
そ
れ
以
外
の
通
常

使
用
し
な
い
金
銭
を
信
託
銀
行
等
に
信
託
す
る
（
以
下
、
信
託
す
る

財
産
を
「
信
託
財
産
」
と
言
い
ま
す
）
仕
組
み
で
す
。
仮
に
、
本
人

の
月
々
の
収
支
が
赤
字
に
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
信

託
契
約
に
お
い
て
、
赤
字
相
当
額
を
補
う
よ
う
、
信
託
財
産
か
ら
定

期
的
か
つ
自
動
的
に
一
定
額
を
後
見
人
の
管
理
す
る
預
貯
金
口
座
に

送
金
す
る
よ
う
予
め
定
め
て
お
き
（
以
下
「
定
期
交
付
金
」
と
言
い

ま
す
）、
日
々
の
支
払
に
支
障
が
生
じ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。
そ
し

て
、
信
託
契
約
締
結
後
、
当
初
の
予
定
を
大
き
く
上
回
る
多
額
の
出

費
を
要
す
る
場
合
な
ど
に
信
託
財
産
を
払
い
戻
し
た
り
、
信
託
契
約

を
解
約
し
た
り
す
る
と
き
に
は
、
家
庭
裁
判
所
に
理
由
を
説
明
し
て
、

家
庭
裁
判
所
か
ら
指
示
書
の
発
行
を
受
け
て
行
う
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。

後
見
制
度
支
援
信
託
は
、
仕
組
み
の
性
質
上
、
信
託
で
き
る
財
産
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は
金
銭
の
み
と
さ
れ
て
お
り
、
信
託
の
対
象
と
な
る
財
産
は
、
基
本

的
に
現
金
及
び
預
貯
金
等
に
限
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
信
託
財
産
の
運

用
に
よ
っ
て
元
本
割
れ
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
信
託
銀
行
等
が
元
本

を
補
て
ん
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
（
元
本
補
て
ん
契
約
の
付
さ

れ
た
指
定
金
銭
信
託
）。
本
人
は
、
予
定
配
当
率
に
基
づ
い
て
配
当

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
投
資
を
前
提
と
し
た
信
託
の
よ
う

な
高
い
配
当
は
想
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
信
託
銀
行
等
に
は
、
本
人

の
信
託
財
産
か
ら
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
本
制
度
は
、
成
年
後
見
と
未
成
年
後
見
に
お
け
る
利
用
が

想
定
さ
れ
て
お
り
、
保
佐
や
補
助
や
任
意
後
見
に
つ
い
て
は
利
用
で

き
ま
せ
ん
。

以
下
、
手
続
の
流
れ
に
沿
っ
て
見
て
い
き
ま
す
。

２

後
見
制
度
支
援
信
託
利
用
検
討
案
件
へ
の
着
手

家
庭
裁
判
所
は
、
後
見
制
度
支
援
信
託
の
利
用
を
検
討
す
べ
き
と

判
断
し
た
場
合
に
は
、
原
則
と
し
て
、
弁
護
士
や
司
法
書
士
の
専
門

職
を
後
見
人
に
選
任
し
ま
す
。
後
見
開
始
申
立
て
当
初
か
ら
専
門
職

が
関
わ
る
場
合
に
は
、
専
門
職
の
み
を
後
見
人
に
選
任
し
、
専
門
職

後
見
人
は
信
託
契
約
を
締
結
し
た
後
に
辞
任
し
て
親
族
後
見
人
に
引

き
継
ぐ
と
い
う
方
法
（
リ
レ
ー
方
式
）
と
、
親
族
と
専
門
職
と
を
と

も
に
後
見
人
に
選
任
し
、
専
門
職
後
見
人
は
信
託
契
約
を
締
結
し
た

後
に
辞
任
す
る
と
い
う
方
法
（
複
数
方
式
）
と
が
あ
り
ま
す
。

専
門
職
後
見
人
は
、
後
見
人
に
選
任
さ
れ
た
後
、
通
常
の
後
見
案

件
と
同
様
、
財
産
の
調
査
や
本
人
の
心
身
の
状
態
、
療
養
看
護
状
況

等
を
確
認
し
つ
つ
、
財
産
目
録
や
年
間
収
支
予
定
表
を
作
成
し
ま
す

（
民
８
５
３
条
）。

そ
し
て
、
専
門
職
後
見
人
は
、
同
時
に
、
以
下
で
述
べ
る
と
お
り
、

後
見
制
度
支
援
信
託
の
適
用
の
適
否
・
そ
の
具
体
的
内
容
に
関
す
る

調
査
、
検
討
を
開
始
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

３

後
見
制
度
支
援
信
託
利
用
の
適
否
に
関
す
る
検
討

ま
ず
、
当
該
案
件
が
後
見
制
度
支
援
信
託
の
利
用
に
適
し
て
い
る

か
否
か
を
調
査
、
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

親
族
間
に
紛
争
も
な
く
、
預
貯
金
が
多
額
で
、
そ
の
他
に
資
産
も

な
く
、
本
人
の
身
上
面
に
照
ら
し
収
支
が
安
定
し
て
い
る
よ
う
な
ケ

ー
ス
は
、
後
見
制
度
支
援
信
託
の
利
用
に
適
し
て
い
る
典
型
的
な
事

例
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

他
方
、
後
見
事
務
に
専
門
的
な
知
識
や
経
験
が
必
要
な
ケ
ー
ス

（
遺
産
分
割
や
交
通
事
故
の
損
害
賠
償
請
求
を
含
む
な
ど
）
や
親
族

間
に
紛
争
が
あ
る
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
、
専
門
職
後
見
人
が
継
続
し

48
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編著者紹介（五十音順）

赤沼康弘（あかぬま やすひろ）
執筆担当項目［１、９、１０、３７、７８］
弁護士（東京弁護士会）
１９７５年早稲田大学法学部卒業、１９７７年東京弁護士会登録。
東京弁護士会高齢者・障害者総合支援センター「オアシス」の設立に深くかかわり、
東京弁護士会、日本弁護士連合会の高齢者・障害者の権利に関する特別委員会委員長
を歴任。また、日本成年後見法学会常任理事、同学会成年後見制度改正委員会委員長
でもある。
ハンセン病違憲国家賠償請求訴訟では、当初から東日本弁護団の事務局長を務めている。
主著等 『介護保険と契約』（共編著・日本加除出版）

『成年後見・法の理論と実務』（共編著・有斐閣）
『成年後見法制の展望』（共編著・日本評論社）
『信託の実務 Q＆A』（共編著・青林書院）
『成年後見制度をめぐる諸問題』（編著・新日本法規出版）
『相続実務の手続と書式』（共編著・新日本法規出版）
「同意能力のない者に対する医療行為の法的問題点と立法提言」（『成年後見
と医療行為』日本評論社）

事務所 赤沼法律事務所
〒１９０－００１２
東京都立川市曙町２―１７―６ 朝日生命立川ビル４階
TEL ０４２―５２２―０１９０

鬼丸かおる（おにまる かおる）
執筆担当項目［６０～６３］
最高裁判所判事・元弁護士（東京弁護士会）
１９７２年東京大学法学部卒業、１９７５年４月山梨県弁護士会に弁護士登録、１９７８年３月東
京弁護士会に登録換えし、２０１３年２月最高裁判所判事に就任。
１９９４年４月から１９９７年４月まで最高裁判所司法研修所の民事弁護教官に着任。女性法
律家協会副会長、厚生労働省の中央最低賃金審議会委員、障害者の把握・確認ガイド
ライン検討会委員、労働保険審査会委員等を歴任。
弁護士会関係では、東京弁護士会女性の権利に関する特別委員会副委員長、東京弁護
士会法曹養成センター委員長代行、高齢者・障害者の権利に関する特別委員会委員長
等を経験。
主著等 『夫婦・親子の法律相談』（共著・青林書院）

『裁判実務・損害賠償』（共著・青林書院）
『相続紛争処理と弁護士業務』（共著・商事法務）
『遺産分割・遺言の法律相談』（共著・青林書院）
『マンガ成年後見制度』（共著・講談社）

337



執筆者紹介（五十音順）

伊藤惠子（いとう けいこ）
執筆担当項目［１３、１４、２３～２６］
弁護士（東京弁護士会）
東京弁護士会高齢者・障害者の権利に関する特別委員会委員
主著等 『新しい財産管理・身上監護の実務』（共著・日本法令）

『高齢者の財産管理 Q＆A』（共編著・一橋出版）
『成年後見制度』（共著・有斐閣）

主な担当案件 相続、家事事件、一般民事事件
事務所 東京四谷法律事務所

〒１６０－００１７
東京都新宿区左門町１３ ―１ 四谷弁護士ビル２０４―２０６
TEL ０３―３３５８―０１５１

伊藤よう子（いとう ようこ）
執筆担当項目［１６～１９、２１、２２］
弁護士（東京弁護士会）
東京弁護士会高齢者・障害者の権利に関する特別委員会委員
主著等 『営業知識・営業技術』（共著・財団法人社会経済生産性本部）
事務所 伊藤法律事務所

〒１６６－０００３
東京都杉並区高円寺南４―２８―１０ 高円寺リリエンハイム５０４号
TEL ０３―３３１４―６０１０

宇田川濱江（うだがわ はまえ）
執筆担当項目［２７～２９、３９～４２］
弁護士（東京弁護士会）
東京弁護士会高齢者・障害者の権利に関する特別委員会委員、同弁護士会弁護士研修
委員会家族法部所属、台東区社会福祉協議会福祉サービス苦情解決第三者委員、同協
議会成年後見制度推進運営委員会委員長
主著等 『離婚給付算定ファイル』（共編著・新日本法規出版）

『高齢者の財産管理 Q＆A』（共編著・一橋出版）
『離婚給付算定事例集』（共編著・新日本法規出版）
『くらしの法律 Q＆A』（共著・新日本法規出版）
『離婚協議・調停条項作成マニュアル』（共編・新日本法規出版）

主な担当案件 親族・相続、高齢者の財産管理、成年後見、その他一般民事事件
事務所 宇田川法律事務所

〒１１０－０００３
東京都台東区根岸３―４―１０ ２階
TEL ０３―３８７３―４４６７
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香川美里（かがわ みさと）
執筆担当項目［１１、８９～９４、９６］
弁護士（東京弁護士会）
東京弁護士会高齢者・障害者の権利に関する特別委員会委員
主な担当案件 家事事件、高齢者の財産管理等
事務所 香川法律事務所

〒１６０－００２２
東京都新宿区新宿５丁目１７番２号 ＹＭビル５０１号
TEL ０３―３２０２―７０６１

白井典子（しらい のりこ）
執筆担当項目［２～４、６～８］
弁護士（東京弁護士会）
東京弁護士会高齢者・障害者の権利に関する特別委員会委員
主著等 『介護保険と契約』（共編著・日本加除出版）

『遺産分割・遺言の法律相談』（共著・青林書院）
事務所 白井法律事務所

〒１０１－００４１
東京都千代田区神田須田町１―４―１０ Ｙ１０１ビル４階
TEL ０３―３２５２―６０５１

寺町東子（てらまち とうこ）
執筆担当項目［８１～８８］
弁護士（東京弁護士会）
社会福祉士
東京弁護士会高齢者・障害者の権利に関する特別委員会委員、豊島区社会福祉協議会
専門相談員、東京都介護保険審査会委員、東京 HIV訴訟（薬害エイズ訴訟）原告弁
護団、医療問題弁護団、患者の権利オンブズマン
主著等 『医療と子どもの人権（子どもの人権双書４）』（共著・明石書店）

『証拠収集実務マニュアル』（共著・ぎょうせい）
『お母さん弁護士が答える子育てママのトラブル解決マニュアル』（監修・メ
イツ出版）

主な担当案件 医療事故・交通事故・保育事故等人身損害賠償事件、成年後見等
事務所 弁護士法人きぼう東京きぼう法律事務所

〒１７１－００２２
東京都豊島区南池袋２―３０―７ サトービル２階
TEL ０３―５９５７―５７６７
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土肥尚子 （どひ しょうこ）
執筆担当項目［１２、３２～３６］
弁護士（東京弁護士会）
現在、東京弁護士会高齢者・障害者の権利に関する特別委員会委員
主著等 『障害児を叩くな』（共著・明石書店）

「任意後見受任者の義務」（実践成年後見�１４・民事法研究会）
「成年後見制度をめぐる諸問題」（共著・新日本法規出版）
「成年後見法制の展望」（共著・日本評論社）
〒１５１－００５３ 新宿南法律事務所
東京都渋谷区代々木２―５ ―１ 羽田ビル８０２号
TEL ０３―５８０９―３７２５
FAX ０３―５３３３―４３３２

冨永忠祐（とみなが ただひろ）
執筆担当項目［４５、４７、４９、５１、５２］
弁護士 （東京弁護士会）
日本成年後見法学会常任理事、東京弁護士会家族法部部長
平成１１年～１７年 日本弁護士連合会調査室嘱託
主著等 『不動産をめぐる相続の法務と税務』（編著・三協法規出版）

『Q＆A再婚の法律相談～離婚・死別からのステップ～』（日本加除出版）等
事務所 冨永法律事務所

〒１０２－００９３
東京都千代田区平河町１―７―１１ 平河町根本ビル３階
TEL ０３―３２６３―５４４１

中村順子（なかむら じゅんこ）
執筆担当項目［７０～７４］
弁護士（東京弁護士会）
東京弁護士会高齢者・障害者の権利に関する特別委員会委員
主著等 「任意後見制度の濫用について考える」（実践成年後見�１２）

「悩みは尽きない任意後見監督事件」（実践成年後見�１０・民事法研究会）
事務所 ヒューマンネットワーク中村総合法律事務所

〒１０５－０００１
東京都港区虎ノ門１―４―５ 文芸ビル８階
TEL ０３―３５０１―８８２２

橋場隆志（はしば たかし）
執筆担当項目［７５～７７、７９、８０、９５］
弁護士（東京弁護士会）
東京弁護士会高齢者・障害者の権利に関する特別委員会委員
事務所 橋場隆志法律事務所

〒１７０－００１３
東京都豊島区東池袋１―１５―１３ 東洋ビル６階
TEL ０３―３９８７―４９２４
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南 惟孝（みなみ これたか）
執筆担当項目［１５、３０、３１、４３、４４］
弁護士（東京弁護士会）
東京弁護士会高齢者・障害者の権利に関する特別委員会委員、消費者問題委員会委員
主著等 『脳・心臓疾患の労災補償』（共著・エイデル研究所）

『判例通覧労災職業病』（共著・エイデル研究所）
『国際労働基準で日本を変える』（共著・大月書店）

主な担当案件 民事一般、刑事一般
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